
第２４回 東備西播定住自立圏形成推進協議会 会議録 

 

１ 日 時      令和元年１２月２６日（木） １４：００～１５：１０ 

２ 場 所      赤穂市役所 ６階 大会議室 

３ 出席者   

（１） 委 員   

牟礼 正稔  赤穂市長 

藤本 大祐  赤穂市副市長 

土遠 孝昌  赤穂市議会副議長 

田原 雄  備前市長 

高橋 昌弘  備前市副市長 

立川  茂  備前市議会議長 

橋本 逸夫  備前市議会副議長 

遠山  寛  上郡町長 

樫村 孝一  上郡町副町長 

梅田 修作  上郡町議会議長 

立花 照弘  上郡町議会副議長 

 

 （２）幹 事 

           赤穂市：平野市長公室長 

           備前市：佐藤市長公室長 

           上郡町：宮下企画政策課長 

 

 （３）事務局及び各市町担当者 

           赤穂市：山内企画広報課長、玉木企画政策係長、門口主事 

           備前市：岩﨑企画課長 

 

（４）説明員 

           ①教育施設部会：米口部会長（赤穂市スポーツ推進課長） 

                   中田赤穂市文化財担当課長 

           ②給食部会  ：深澤部会長（上郡町教育総務課長） 

           ③観光部会  ：平松赤穂市産業観光課観光係長 

           ④農林商工部会：笠原部会長（赤穂市産業観光課長） 

           ⑤交通部会  ：（山内書記） 

           ⑥通信情報部会：前田部会長（赤穂市情報政策担当課長） 

           ⑦職員部会  ：明石部会長（赤穂市人事課長） 

           ⑧交流定住部会：松本部会長（赤穂市市民対話課長） 

           ⑨地域医療分野：長坂部会長（赤穂市民病院事務局長） 



４ 会議の概要 

（１） 開 会 

（２） 会長あいさつ 牟礼赤穂市長  

（３） 報告事項 

・平成３０年度東備西播定住自立圏形成推進協議会事業報告について 

・平成３０年度東備西播定住自立圏形成推進協議会決算について 

（４） その他 

・東備西播定住自立圏共生ビジョン（案）について 

・東備西播定住自立圏共生ビジョン平成２７年度～令和元年度事務事業報告 

・その他 

 （５） 閉 会 

  

 

５ 議事の概要 

事務局        定刻になりましたので、ただ今から、第２４回東備西播定住自立圏形成推進協

議会を開催いたします。本日の進行をさせていただきます、赤穂市市長公室長の平

野です。よろしくお願いします。 

それでは、開会にあたりまして、会長であります赤穂市の牟礼市長よりごあいさ

つを申し上げます。 

 

牟礼会長       本日は、年末の大変お忙しい中、第２４回東備西播定住自立圏形成推進協議会

にご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

           本年３月以来の開催となり、この間、上郡町議会におかれましては、立花副議長

様がご就任になり、赤穂市におきましても釣議長様、土遠議長様、藤本副市長が就

任しております。新たに４名が委員になられたわけですが、釣議長があいにく所用

のため欠席となっておりますので、ご了承をいただきたいと思います。新委員にお

かれましては、今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

           さて、東備西播定住自立圏事業につきましては、平成２２年度から具体的な事

業に取り組み、現在は、平成２７年度から令和元年度までの５ヵ年ビジョンのも

と、各政策分野において、事業展開を行っているところであります。 

圏域全体の魅力の向上と、活力ある地域を作るため、委員の皆様には、それぞれ

のお立場でご尽力をいただいているところでございますが、今後も圏域事業への

更なるご理解とご協力をいただきたいと存じます。 

本日は、平成３０年度決算並びに事業の実施内容についてご報告いたしますと

ともに、来年度からの新たな共生ビジョン案について、ご協議をいただきたいと存

じます。 

委員の皆様におかれましては、忌憚のないご意見をいただきますようお願い申

し上げまして、簡単ではありますが、開会のあいさつとさせていただきます。 



事務局        議事に入ります前に、会長の挨拶にもありましたとおり、赤穂市より藤本副市

長、赤穂市議会より土遠副議長、上郡町議会より立花副議長に新たに委員としてご

出席をいただいております。 

           新委員の皆様から一言ずつ自己紹介をお願いしたいと存じます。 

           まず、赤穂市副市長 藤本 大祐 様 

           次に、赤穂市議会副議長 土遠 孝昌 様 

           次に、上郡町議会副議長 立花 照弘 様 

 

     ありがとうございました。なお、本日、赤穂市議会議長の、釣 昭彦様は、欠席

の連絡を受けております。また、お手元に委員名簿並びに部会別役割分担表を配布

しておりますので、後ほどご覧ください。 

           それでは、会長、議事進行をお願いします。 

 

牟礼会長       それでは、３の報告事項に入ります。 

（１）の平成３０年度東備西播定住自立圏形成推進協議会事業報告、（２）の平成

３０年度東備西播定住自立圏形成推進協議会歳入歳出決算について、それぞれ関

連がありますので、一括して報告いたします。 

事務局、説明してください。 

 

事務局        それでは、平成３０年度東備西播定住自立圏形成推進協議会事業報告及び決算

について、ご説明申し上げます。第２４回東備西播定住自立圏形成推進協議会が表

紙となっております資料の１ページをお願いいたします。平成３０年度東備西播

定住自立圏形成推進協議会事業報告書について、であります。 

まず、カッコ１東備西播定住自立圏形成推進協議会について、であります。平成

３０年１２月２８日に第２２回協議会を開催し、平成２９年度の事業報告及び決

算並びに共生ビジョンの平成３１年度見直し（案）について、ご協議をいただきま

した。次に、平成３１年３月２０日に第２３回協議会を開催し、共生ビジョンの第

４回変更と平成３１年度予算について、ご協議をいただきました。 

次に、カッコ２事業報告について、であります。事業報告につきましては、別冊

の「平成３０年度事業報告書」をお願いいたします。１ページをお願いいたします。

「地域医療の連携」として、３事業を行いました。はじめに、中ほど医療連携研究

会事業ですが、赤穂市民病院におきまして兵庫医科大学から眼科学の教授をお招

きして、「加齢黄斑変性だけではない、黄斑の病気について」という内容で、公開

学術講演会を行いました。参加者は８１名で、事業費は掲記のとおりでございま

す。続きまして、２ページをお願いいたします。上段、看護職員教育研修支援事業

ですが、看護職員の研修用シミュレータ等を購入し、新人看護職員のレベルアップ

に活用をしております。購入した研修用シミュレータ及び購入金額は、掲記のとお

りでございます。次に、下段、圏域住民診療支援事業ですが、赤穂市民病院におき



まして、平成２９年９月から分娩を休止しておりますので、事業としては実施して

おりません。続きまして、３ページをお願いいたします。「生涯学習の推進」とい

たしまして、１１事業を行いました。４ページをお願いいたします、図書館相互利

用推進事業について、であります。平成２３年４月より、３市町の公立図書館（５

図書館）と、関西福祉大学図書館の各図書館の相互利用を行っております。各図書

館への登録状況は、掲記のとおりでございます。また、相互利用に関するパンフレ

ットやポスターを作成しておりまして、事業費は掲記のとおりでございます。続き

まして、その下、図書館読書活動推進事業は、赤穂市立図書館と関西福祉大学図書

館において、読書活動を推進するため共同で「おすすめえほん」の企画展示をした

ものでございます。５ページをお願いいたします。平成３０年４月１５日から５月

３１日にかけて開催し、参加者は合計で４００名でございます。続きまして、その

下、文化・スポーツ交流事業ですが、３市町のスポーツ推進委員の情報交換会、赤

穂シティマラソン大会、備前日生大橋マラソンへの大会運営協力など、交流事業を

実施しました。参加者は合計で５，７８１名、事業費は掲記のとおりでございます。

続きまして、６ページをお願いいたします。文化・スポーツ施設相互利用促進事業

ですが、３市町の文化・スポーツ施設の使用料金格差をなくし、お互い利用しやす

くするように、平成２３年４月より相互利用を開始しております。 続きまして、

７ページをお願いいたします。トップアスリート等招聘事業ですが、昨年度に引き

続き、バレーボール女子プレミアリーグ所属の岡山シーガルズを備前市総合運動

公園体育館に招き、小学生を対象にバレーボール教室を開催いたしました。参加者

は８０名で、事業費は掲記のとおりでございます。続きまして、その下、中学校吹

奏楽部交流助成事業ですが、こちらは 3 市町の中学校吹奏楽部と赤穂市吹奏楽団

による交流事業に対して、助成するものであります。開催場所は赤穂市文化会館大

ホールで、参加人数は１２７名、参加校は７校で、事業費は掲記のとおりでござい

ます。続きまして、８ページをお願いいたします。子ども科学教室開催事業ですが、

圏域内の小学生を対象として、自然科学への興味や学習意欲の向上、また子ども同

士の交流を推進するため、赤穂市立海洋科学館で、パソコンのプログラミング教室

を実施いたしました。参加者は１３名、事業費は掲記のとおりでございます。続き

まして、その下、圏域中学生体験（社会福祉・看護・教育）プログラム事業ですが、

こちらは圏域内３市町の中学生が、関西福祉大学において、社会福祉・看護・教育

に関する専門的なプログラムの体験を、学校教育における授業として実施するも

のでございます。８校の生徒６４８名が参加し、事業費は掲記のとおりでございま

す。続きまして、９ページをお願いいたします。赤穂市生涯学習施設整備事業です

が、赤穂市の負担により、赤穂市立海洋科学館の改修工事を行いました。続きまし

て、その下、備前市生涯学習施設整備事業ですが、備前市の負担により、市民セン

ターの改修工事を行いました。続きまして、１０ページをお願いいたします。上郡

町スポーツ施設整備事業ですが、上郡町の負担により、上郡町スポーツセンターの

修繕工事を行いました。続きまして、１１ページをお願いいたします。「学校給食



の広域連携」であります。学校給食連携事業ですが、こちらは学校給食の食材に関

する情報交換や、圏域における地元食材等の相互活用を行うものであります。平成

３０年度は、備前市産の「ピオーネゼリー」を備前市、上郡町、赤穂市の学校給食

に提供いたしました。事業費は掲記のとおりでございます。続きまして、１２ペー

ジをお願いいたします。「地産地消の推進及び地域ブランドの発掘」であります。

はじめに、地域ブランド発掘事業ですが、地域ブランド発掘支援金として１団体に

支援金を交付しております。また、イベント出店支援として、赤穂かきまつりにお

きまして、３ブースの出店支援を行っております。事業費は掲記のとおりでござい

ます。続きまして、１３ページをお願いいたします。観光振興推進事業ですが、こ

ちらは台湾からの誘客を目的として、台北で開催された「日本の観光・物産博」に

３市町のブースを出展し、来場者や観光関連事業者へＰＲ活動を行いました。事業

費は、掲記のとおりでございます。続きまして、１４ページをお願いいたします。

中ほど、有害鳥獣対策事業ですが、猟友会活動用資材の現物支給や捕獲活動用消耗

品の支出を行いました。事業費は掲記のとおりでございます。続きまして、１５ペ

ージをお願いいたします。中ほど、企業誘致促進事業ですが、企業誘致活動を効果

的に推進するため、一般財団法人日本立地センターの機関紙及びホームページに

広告を掲載し、３市町の工業用地の情報を幅広く PRいたしました。また、進出す

る意向のある企業を訪問し、情報交換を行うなど、圏域経済の活性化推進に取り組

みました。事業費は掲記のとおりでございます。続きまして、１６ページをお願い

いたします。「地域公共交通」でありますが、こちらは２事業実施しております。

はじめに、中ほど圏域バス運行事業ですが、圏域住民の移動手段の確保と利便性の

向上を図るため、圏域バス「ていじゅうろう」を運行しております。利用者数につ

きましては、下段の運行状況一覧表のとおりですが、平成２９年度と比較すると上

郡ルートでは３７９名の増、備前ルートでは６１名の減となっております。事業費

は掲記のとおりでございます。続きまして、１７ページをお願いいたします。ＪＲ

利便性向上事業ですが、ＪＲ山陽本線と赤穂線の利便性向上を図るため、兵庫・岡

山 両県境協議会の要望とあわせて、ＪＲ西日本に対して、新快速列車や直通列車

の増便等の要望を行いました。また、これまで継続して要望しておりましたＩＣカ

ード「イコカ」の利用エリアですが、昨年９月１５日から圏域内にあります山陽本

線の有年・上郡・三石・吉永の４駅、また赤穂線の天和・備前福河・寒河・日生・

伊里・備前片上・西片上・伊部・香登の９駅において、イコカ対応の自動改札機が

導入されました。そのため、利用開始日である９月１５日に、上郡駅におきまして、

JR 西日本主催の ICOCAエリア拡大記念式典が実施されました。事業費は掲記のと

おりでございます。続きまして、その下、「ＩＣＴインフラ整備」として、地域情

報活性化事業を実施しております。圏域ホームページ「ともりんく」を運用し、地

域コミュニティの活性化を図りました。また、「ともりんく」啓発リーフレットを

印刷して、各市町の窓口へ配布をしております。事業費は掲記のとおりでございま

す。続きまして、１８ページをお願いいたします。「地域内外の住民との交流・移



住促進」として、７事業を実施いたしました。はじめに、民間イベント等助成事業

ですが、圏域内外の住民交流の促進と賑わいを創出する事業として、１８ページか

ら１９ページに記載しております１６団体が実施するイベントに対して補助を行

いました。このうち、新規助成団体は、５団体でありました。事業費は掲記のとお

りでございます。続きまして、１９ページ下段をお願いいたします。赤穂国際音楽

祭開催助成事業ですが、平成３０年１０月７日から１４日にかけて行われました

ル・ポン国際音楽祭において、１０月７日のハーモニーホールでの公演に、定住自

立圏枠として備前市、上郡町の方を対象に募集を行い、５８席の申込みをいただき

ました。また、会場までの送迎バスを運行し、来場者の利便性確保に努めました。

事業費は掲記のとおりでございます。続きまして、２０ページをお願いいたしま

す。こどもと学生のふれあい活動支援事業ですが、こちらは関西福祉大学の学生ボ

ランティアが、夏休み期間中に実施するこども宿題教室等の経費に対し、補助をす

るものであります。３市町あわせて、３０８名の小学生が参加し、事業費は掲記の

とおりでございます。続きまして、その下、地域連携フォーラム支援事業ですが、

こちらは関西福祉大学が、福祉、看護、教育の視点から、様々な地域課題の解決に

向けて取り組む地域連携フォーラムであります。平成３０年５月１２日に開催さ

れ、元プロマラソンランナー有森裕子さんの基調講演や分科会の開催に対して、支

援を行いました。参加者は、基調講演が３５２名、分科会があわせて２２３名で、

事業費は掲記のとおりでございます。続きまして、２１ページをお願いいたしま

す。定住相談会開催等事業ですが、３市町合同で大阪会場などでひらかれた定住相

談会に３回参加いたしました。相談会では、あわせて６８組１２０人の方々とお話

をさせていただきました。なお、平成３０年度は、これまで相談会に参加された方

のうち、備前市に１組１人、上郡町に１組２人の方が移住され、定住奨励金を交付

しております。事業費は２２ページに掲記のとおりでございます。続きまして、中

ほど、縁結び事業ですが、こちらは圏域内の男女に、圏域の魅力ある資源を活用し

た出会いイベントを開催する事業であります。昨年は、上郡町で 3 回にわたり実

施した「農業体験の婚活イベント」と、備前市のレストランレマーニで「婚活イベ

ント」を開催しております。圏域内の男性４９名と、地域制限なしの女性２９名の

参加がありまして、このうち１３組のカップルが成立しております。事業費は２３

ページに掲記のとおりでございます。次に下段の、定住相談員設置事業ですが、定

住に関するさまざまな要望に対して、迅速・的確にこたえるため、平成２８年度か

ら３市町にそれぞれ各１名、「定住相談員」を配置しております。日頃の定住に関

する問い合わせの対応をはじめ、定住相談会への同行やお試し暮らし住宅の案内、

利用者への応対などを行っております。事業費は人件費が主なもので、掲記のとお

りでございます。続きまして、２４ページをお願いいたします。「圏域内の職員等

の交流」として、５事業を実施いたしました。はじめに、職員研修事業として、３

市町各 2名ずつ、計６名の職員が「SNSでの情報発信」先進地であります、神奈川

県三浦郡葉山町と神奈川県高座郡寒川町を訪問し、視察研修を行いました。事業費



は掲記のとおりでございます。続きまして、２５ページをお願いいたします。職員

研修参加交流事業として、備前市市民センターで人権問題研修会を予定しており

ましたが、８月２４日研修当日、台風２０号の接近により中止となっております。

次に下段、人事労務担当職員研究会（交流）事業につきましては、上郡町役場で２

回開催し、協議内容は掲記のとおりでございます。続きまして、２６ページをお願

いいたします。専門家招へい事業ですが、高度で専門的な知識等を有し、広域的な

行政運営の見識が深く専門的な立場から指導できる専門家を招へいし、職員の育

成を図るものであります。１１月５日に管理職を対象に、職員研修を実施し、９２

名の職員が参加しております。事業費は掲記のとおりでございます。最後に下段、

職員交流（派遣）事業につきましては、備前市と上郡町の職員に、１２月１４日の

赤穂義士祭の山車に出演をいただき、交流を図っているものでございます。 

 平成３０年度の事業報告については、以上でございます。 

続きまして、第２４回東備西播定住自立圏形成推進協議会と表紙に書いており

ます資料に戻っていただき、２ページをお願いいたします。平成３０年度歳入歳出

決算について、であります。上段には、決算額の集計を記載しております。中ほど、

歳入総額は、５，５５３万３，８６０円、歳出総額は、５，０６８万９０４円で、

差引残額は、４８５万２，９５６円となっております。なお、残額につきましては、

令和元年度へ繰越しをさせていただきます。それでは、歳入、歳出別に、説明をさ

せていただきます。はじめに３ページの歳出をお願いいたします。まず、１款１項

１目、一般管理費ですが、こちらは事務局の臨時職員に係る共済費や賃金など、主

に事務局の運営経費であります。執行額は、支出済額の一番上のとおり、２６８万

８，１５２円であります。続きまして、２款１項１目、活動事業費ですが、内容と

いたしましては、先ほど事業報告でご説明させていただいた、事業に対する経費で

あります。執行額は、事業費の支出済額のところ、４，７９９万２，７５２円であ

ります。３款１項１目、予備費の執行はございません。結果、歳出合計は、支出済

額の一番下、５，０６８万９０４円であります。戻っていただきまして、２ページ

の歳入をお願いいたします。はじめに、１款１項１目、負担金であります。収入済

額の一番上のとおり、３市町から、合わせて４，９９６万４，４３８円を負担いた

だいております。次に、２款１項１目、繰越金が５５４万７，２７５円、３款１項

１目、雑入が、２万２，１４７円、それぞれ収入しております。結果、歳入合計は、

収入済額の一番下、５，５５３万３，８６０円であります。 

平成３０年度の決算につきましては、以上でございます。 

 

牟礼会長       ありがとうございました。事務局からの説明は終わりました。 

次に、決算審査報告を、監事である備前市議会議長及び上郡町議会議長を代表し

て、備前市の立川委員からお願いしたいと思います。 

 

立川監事       備前市の立川と申します。それでは、監事を代表いたしまして、決算審査報告を



させていただきます。東備西播定住自立圏形成推進協議会規約第９号第２項に基

づき、平成３０年度東備西播定住自立圏形成推進協議会会計について、監査を実施

いたしました。監査の日時及び場所は、令和元年５月１７日午後２時から備前市役

所及び午後４時から上郡町役場で行いました。監査の結果、平成３０年度東備西播

定住自立圏形成推進協議会会計に係る出納その他付属書類について、諸帳簿等は

適正かつ正確に処理されていることを認めましたので、ここにご報告させていた

だきます。 

以上、決算報告を終わります。ありがとうございます。 

 

牟礼会長       立川委員、ありがとうございました。決算に関する説明は終わりました。 

以上の報告事項について何か質問等ありますか。質問等は無いようですので、た

だいまの事業報告及び決算報告につきまして承認いただいてもよろしいでしょう

か。 

 

「異議なし」 

 

それでは、承認いたします。 

次に４のその他に入ります。 

（１）東備西播定住自立圏共生ビジョン（案）について、事務局、説明してくだ

さい。 

 

事務局        では、東備西播定住自立圏共生ビジョン案についてご説明いたします。この共生

ビジョン案は、平成２７年度から令和元年度事業報告書により、継続、廃止、新規

事業の検討を踏まえ、令和２年度から６年度までの５年間を期間として、ビジョン

の改定を行うものであります。 

まず、お配りしております資料の、事業報告書（平成２７年度～令和元年度）を

ご覧ください。これは、今年度は現行共生ビジョンの最終年度でありますことか

ら、各事業の５年間の事業報告と検証を行ったものでございます。各事業に関する

５年間の報告につきましては、時間の都合上、事業のうち「廃止」となるものにつ

いて説明させていただき、「継続」及び「新規事業」については、共生ビジョン案

の資料により説明させていただきます。それから、本日お配りしております１枚物

の資料で、現行共生ビジョンと新共生ビジョンに係る事業の一覧表を、参考にご覧

いただければと思います。それでは、事業報告書（平成２７年度～令和元年度）の

７ページをお願いします。まず、廃止となる事業です。巡回展開催事業ですが、埋

蔵文化財出土遺物の交流・展示会を２市１町の資料館等で実施しました。先の共生

ビジョンが策定された平成２２年度以降、５回実施しております。事業評価として

は、２市１町の歴史的特性を埋蔵文化財から考えることによって、それぞれの地域

共通性と特徴を学ぶ機会を提供することができ、事業当初の目的は達成できたも



のと考えております。今後の方向性は、廃止としております。次に、９ページの指

定文化財・文化施設等巡りツアー事業ですが、実行委員会を設立し、参加者を募り、

備前陶器窯跡、赤穂城跡、上郡町郷土資料館等２市１町の指定文化財・文化施設等

をバスで巡るツアーや情報交換会を実施いたしました。平成２２年度以降、６回実

施しております。事業評価としては、２市１町が連携して、圏域の歴史文化を通じ

て、それぞれの魅力を再発見することによって、人的交流の促進や文化振興と地域

活性化が図ることができたこと、また、これまで６回の実施によって、２市１町の

見学・探訪可能な個所をほぼ巡回しました。今後の方向性は、廃止としております。 

次に、２９ページをご覧ください。子ども科学教室開催事業です。赤穂市立海洋科

学館を学習拠点施設として、圏域内の小学生を対象とした子ども科学教室を開催

いたしました。５年間の内容・実績は記載のとおりでございます。本事業は、現行

共生ビジョンで位置付けられました赤穂市生涯学習施設整備事業として海洋科学

館整備のソフト事業として企画したもので、令和元年度をもって改修整備が終了

したこと、また、事業実施に当たっては、開催日や講師の調整が非常に困難な中、

これまで５回の開催を通して、自然科学への興味や関心の向上、圏域内の子どもの

交流が図れたことにより、当初の目的は達成できたものと考え、今後の方向性は廃

止としております。次に、６７ページをご覧ください。赤穂国際音楽祭助成事業で

すが、圏域のイベントとして音楽祭を位置づけ助成を行う一方、音楽祭のチケット

を定住自立圏枠として備前市、上郡町在住の方に販売し、圏域内在住の方への優先

枠を設定、当日は、送迎バスを運行するなど、地域に根差した取り組みに努めてま

いりました。しかしながら、過去３年の実績では、定住自立圏枠の３０％未満の申

し込みとなっております。赤穂国際音楽祭は、圏域事業として一定の成果があった

ものと評価を行い、今後の方向性は廃止としております。次に、８５ページをご覧

ください。職員研修参加交流事業は、各市町において実施している職員研修に、他

の関係市町の職員を受け入れる取り組みです。５年間の実績は、記載のとおりで

す。事業評価としては、相互派遣に適した研修テーマや、参加者の日程調整など、

安定的な実施が困難な現状であるため、今期をもって事業を終了し、「職員研修事

業」や「専門家招へい事業」へ集約し、今後の方向性は廃止としております。次に、

９０ぺージをご覧ください。職員交流（派遣）事業は、必要に応じ職員の派遣交流

を行う取り組みです。５年間の実績は、記載のとおりです。事業評価としては、本

来は人事交流も含めた職員交流を考えておりましたが、イベント参加が主体とな

っており、効果が限定的であるため、今後の方向性は、廃止としております。なお、

赤穂義士祭への参加については、今後も備前市さん、上郡町さんへ依頼したいと考

えております。以上が、廃止となる６事業でございます。 

引き続きまして、令和２年度からの継続事業、新規事業を説明いたします。東備

西播定住自立圏共生ビジョン（案）令和２から６年度の資料をご覧ください。６ペ

ージをお願いします。まず、共生ビジョン全体の枠組みですが、①の圏域人口につ

きましては、平成３０年度の 97,060人を現状値とし、平成２７年国勢調査結果か



ら、国立社会保障・人口問題研究所による令和２年推計人口までの間の人口動態に

より、令和６年度の目標値として、90,510 人としております。また、その下の段

ですが、これまで指標として「従業者数」を掲げておりましたが、今回「新規誘致

事業者数」を指標とし、令和６年度の目標を５件としております。それ以外の指標

につきましては、現行共生ビジョンと変更はございません。次に、継続・新規事業

の説明に入ります。７ページをお願いします。生活機能の強化に係る政策分野とし

て、医療分野の医療連携研究会事業は、圏域内の４公立病院の医師、看護師ほか医

療技術職を対象に、先端医療の現状等について京都大学等から教授を招聘し、講

演、指導等を仰ぐ取り組みで、受講者の資質の向上とともに、病院間の連携・協力

体制の構築にも寄与しており、継続実施いたします。事業費は３６万６千円、５年

間で１８３万円です。８ページの看護職員教育研修支援事業は、看護職員の教育研

修に必要なシミュレータ等の教育機材を購入し、４公立病院の新人を中心とした

看護職員の技術取得、レベルアップを図る取り組みです。事業費は５０万円、５年

間で２５０万円です。下の段の、圏域住民診療支援事業は、備前市民及び上郡町民

が圏域の中核病院である赤穂市民病院で出産した場合の助産料について、赤穂市

民が負担する額と同額とする取り組みですが、赤穂市民病院では、平成２９年９月

より常勤の産科医師が退職したことにより、分娩を休止としております。現在、分

娩再開に向けて、産科医師確保に取り組んでいるところであり、分娩再開となれば

直ちに助産料の助成を再開し、圏域内での出産を促進し、安心して産み育てること

ができる環境づくりに寄与していくこととしております。そのため、事業自体は継

続としております。９ページをご覧ください。教育関係になります。新規事業で、

日本遺産を活用した地域の魅力向上事業です。この事業は、備前市及び赤穂市で認

定されている４つの日本遺産を圏域全体の資源として活かし、圏域の歴史的特性

の再発見を通じて圏域内の住民の相互理解と歴史文化の魅力を発信することによ

り、交流人口の拡大と観光振興を図ろうとするものでございます。具体的な事業の

内容及び効果としましては、４つの日本遺産にかかる講演会やシンポジウム等を

２市１町で開催することにより、圏域全体で歴史文化の理解を深め、圏域の魅力の

磨き上げを推進するとともに、交流人口の拡大と連携を図ることを事業効果とし

ております。事業費は５０万円、５年間で２５０万円でございます。次に、１０ペ

ージの図書館相互利用推進事業です。平成２３年４月から２市１町及び関西福祉

大学の各図書館の相互利用を開始し、利便性の向上に取り組んでおります。今年度

より、さらなる相互利用の促進を図るため、各図書館で借りた図書をどの図書館で

も返却できるようにし、図書館相互間で返却図書の託送を実施しております。事業

費は４０万円、５年間で２００万円でございます。次に、図書館読書活動推進事業

ですが、圏域内の公立図書館及び関西福祉大学図書館の読書活動を推進するため

読書講演会や共同企画展示等を実施し、所期の目的を達成しております。次期ビジ

ョンにおいては、赤穂市立図書館と関西福祉大学図書館の相互連携による共同企

画展示等について継続実施し、読書活動の促進を図ることとしております。次に、



１１ページの文化・スポーツ交流事業です。市町が実施する大会に圏域住民の参加

を図るとともに、スポーツ推進委員による合同研修会や青少年のスポーツ交流、イ

ベント協力等を引き続き実施してまいります。下の段の、文化・スポーツ施設相互

利用促進事業につきましても、引き続き、圏域内の施設については、圏域住民が同

じ条件で利用できるよう対応してまいります。次に、１２ページのトップアスリー

ト招聘事業です。国内外で活躍するトップアスリートやトップチームを招聘し、一

部観客参加イベントを実施するなど、魅力あるスポーツイベントを２市１町の体

育施設で開催するもので、引き続き実施いたします。事業費は１１０万円で、５年

間で５５０万円でございます。下の段の、中学校吹奏楽部交流助成事業につきまし

ては、２市１町の教育委員会が、音楽を通じた地域活性化に取り組む市民団体と連

携して実施する、中学校吹奏楽部交流事業に対して助成を行うもので、引き続き事

業助成を行います。事業費は７０万円で、５年間で３５０万円でございます。次に、

１３ページの圏域中学生（社会福祉・看護・教育）プログラム事業です。圏域内の

中学生が、関西福祉大学において社会福祉、看護、教育に関する専門的なプログラ

ムを体験する事業を、学校教育における事業として実施しております。中学生が将

来に向けて学ぶ意欲や興味を持つ分野を発見し、社会福祉、看護、教育に関する体

験プログラムを通じた職業意識の向上に繋がるものであり、継続実施いたします。

事業費は１１５万６千円で、５年間で５７８万円でございます。下の段の、赤穂市

生涯学習施設整備事業、並びに次の１４ページの備前市生涯学習施設整備事業、及

び上郡町スポーツ施設整備事業につきましては、各市町のハード事業になります。

赤穂市においては文化会館を、備前市は市民センター及び日生市民会館を、上郡町

はスポーツセンターを改修・整備することとしております。事業費は、それぞれ掲

記のとおりでありまして、各市町の負担で整備するものでございます。次に、１５

ページの学校給食連携事業です。圏域市町間で、食材に関する情報交換や、お互い

の献立を活用し、圏域内の地産地消の推進を図るもので、引き続き、献立の情報交

換等により、各市町のオリジナル献立を提供し合い、地域食材の理解を進めること

としております。次に、１６ページをご覧ください。産業振興関係ですが、継続事

業の地域ブランド発掘事業です。農商工業者等によるイベントの開催や出店支援、

新製品開発の支援等、地域ブランド発掘のための事業を引き続き実施いたします。

事業費は７０万円で、５年間で３５０万円でございます。次に、１７ページの観光

振興推進事業です。平成２７年度から２９年度は、ラジオ番組での各市町の観光情

報の提供や、体験型観光バスツアー、グルメパスポート本の作成など国内・近隣地

域向けの取り組みを中心に実施しました。平成３０年度からは、台湾の事業者向け

の商談会やファムツアーを行い、海外旅行客の誘客に向けた取り組みを中心に取

り組んでおります。外国人旅行客の誘客には継続的な取り組みが必要であり、引き

続き圏域の観光資源を生かしたインバウンドへの取り組みを推進します。事業費

は１５０万円で、５年間で７５０万円でございます。次に、１８ページの有害鳥獣

対策事業です。圏域市町の共通課題である野生動物対策について、防護柵の設置や



猟友会の活動支援を引き続き実施してまいります。事業費は８０万円で、５年間で

４００万円でございます。次に、１９ページの企業誘致促進事業です。各市町が所

有する工業団地用地や民間の未利用地等への企業立地及び既存企業の設備投資に

よる事業拡張を促進するため、日本立地センターが実施している「企業誘致サポー

ト事業」を活用し、企業向けのアンケート調査や各市町の産業用地の PRを行うと

ともに、今後は情報通信やサテライトオフィスといった分野も対象とした、幅広い

企業誘致を考えていくこととしております。事業費は１４０万円で、５年間で７０

０万円でございます。次に、２０ページをご覧ください。結びつきやネットワーク

の強化に係る政策分野で、継続事業としております圏域バス運行事業です。圏域市

町にとって重要な課題であります、高齢者をはじめとする交通弱者の移動手段の

確保対策として、圏域バスていじゅうろうが、平成２４年より、上郡ルートと備前

ルートの２ルートで運行を行っております。平成３０年度の利用者数は、全体で

11,803 人となっております。事業費としては１４８０万円で、５年間で７４００

万円を見込んでおります。下の段の、ＪＲ利便性向上事業です。昨年は長年、ＪＲ

西日本に要望してまいりましたＩＣＯＣＡの導入が実現しました。今後も継続し

て、２市１町合同によるＪＲ西日本への要望を行ってまいります。事業費は１３万

円で、５年間で６５万円でございます。次に、２１ページの地域情報活性化事業で

すが、本協議会のホームページを兼ねた地域ポータルサイト「ともりんく」の運営

を行っております。コンテンツの充実に努め、より魅力ある情報を発信できるサイ

トを目指して、継続実施してまいります。次に、２２ページをご覧ください。民間

イベント等助成事業ですが、圏域の民間団体が、住民交流と賑わいを創出すること

を目的に圏域内で実施するイベントに対して引き続き助成を行ってまいります。

事業費は１５６万円で、５年間で７８０万円でございます。下の段の、こどもと学

生のふれあい活動支援事業ですが、関西福祉大学の学生ボランティアが実施する

宿題教室等の活動に対し、引き続き補助するものでございます。事業費は１１万円

で、５年間で５５万円でございます。２３ページの、地域連携フォーラム支援事業

です。関西福祉大学が「地域住民の幸せづくり」を目的として、福祉、看護、教育

の視点から様々な地域課題の解決に向けて開催する地域連携フォーラムに対して

支援するものでございます。今年度は、脳科学者の茂木健一郎氏をお招きし、基調

講演とその後３つの部会に分かれて意見交換を実施いたしました。著名な方によ

る講演会には地域住民も多く参加され、その後の意見交換と合わせて、地域が抱え

る課題解決の一助となる事業であり、継続実施してまいります。事業費は９０万円

で、５年間で４５０万円でございます。次に、２４ページをご覧ください。定住相

談会開催事業ですが、移住希望者の定住先として本圏域を選択してもらえるよう、

大阪や東京において２市１町の合同による定住相談会の開催や、兵庫県・岡山県合

同移住相談会への参加、ラジオ関西を活用した東備西播からの情報発信など、引き

続き実施してまいります。事業費は３８０万円で、５年間で１９００万円でござい

ます。次に、２５ページの縁結び事業ですが、圏域の魅力ある資源を活用した出会



いイベントの開催について、引き続き実施いたします。事業費は６０万円で、５年

間で３００万円でございます。下の段の、定住相談員設置事業です。平成２８年度

から、定住相談員を各市町に１名ずつ配置しております。（来年度から会計年度任

用職員制度を導入し、定住相談員についても適用してまいります。）事業費は７７

０万円で、５年間で３８５０万円でございます。次に、２６ページをご覧ください。

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野で、職員研修事業ですが、圏域内の共

通の課題をテーマに２市１町の職員を対象とした集合研修等の研修を引き続き実

施してまいります。事業費は３０万６千円で、５年間で１５３万円でございます。 

下の段の、人事労務担当職員研究会（交流）事業は、関係市町の人事担当部署が人

事労務にかかる情報交換を図る研修・交流会を持ち回りで開催するもので、継続実

施してまいります。２７ページの専門家招へい事業ですが、高度で専門的な知識・

技術等を有し、広域的な行政運営の見識が深く、専門的な立場から指導・助言でき

る専門家を招へいし、職員の育成に寄与するものであります。事業費は２８万円

で、５年間で１４０万円でございます。２８、２９ページは、事業の一覧表でござ

います。一番上の表のところ、Ｒ２事業費と記載しておりますところですが、令和

２年度の総事業費は、８７４０万８千円で、このうち、中ほどの表、イ教育のとこ

ろの網掛け部分、赤穂市生涯学習施設整備事業、備前市生涯学習施設整備事業及び

上郡町スポーツ施設整備事業の事業費を除いた４３４０万８千円が協議会の事業

費となります。令和２年度から６年度の５年間の計では、総事業費４億３７０４万

円、うち協議会の事業費は、２億１７０４万円となります。 

以上で、私からの説明は終わります。引き続き、１１月２６日に備前市で開催い

たしました共生ビジョン懇談会における意見を、備前市から報告いたします。 

 

事務局        失礼いたします。当懇談会におきましては、平成２７年度から平成３１年度ま

での共生ビジョンに係る事業検証と令和２年度から令和６年度までの共生ビジョ

ン案について協議を行い、ご承認をいただいております。先のビジョン懇談会にお

きます委員各位及びアドバイザーからいただいた主なご意見をご紹介いたします。

全般につきまして委員からは、色んな事業でアンケート等を行い分析することに

よって今後に活かすことが重要と要望をいただいております。民間イベント等助

成事業につきましては、定住自立圏だけでなく他からも重複して交付金をもらっ

ている事例があるため、同じ人たちに関わるのではなく色んな人に関わってもら

う必要があると言われております。日本遺産、観光につきましては、日本遺産シン

ポジウムについて、教育分野だがインバウンドへの波及、発展することもできると

思う。観光分野でも検討していただきたいというご意見をいただきました。アドバ

イザーからは、公の取り組みが中心になっている。公私の連携を進めるため可能な

限り民間へも広げて欲しいというご要望があります。もっと PRすることが大事で

あり、観光のこと、保育士の募集のことも動画を作ってアピールしてはどうか。良

いものを作れば評判になると思う。多くの町が PRに力を入れている。とご要望が



あります。 

           以上で報告は終わります。 

 

牟礼会長       事務局の説明は終わりました。今までの事業実施内容、及び共生ビジョン案に

ついて、何か質問等ございますか。 

 

田原委員       異論は何もございませんが、まず義士祭のご盛会をお祝い申し上げたいと思い

ます。また、１０年間事務局を担当いただきまして、ありがとうございます。 

先だっての備前市議会の平成３０年度決算認定の中で、「本協議会が必要である

のか」との意見が出ましたのであえてここで申し上げたいと思います。 

先ほどのアドバイザーの方からＰＲの話が出ました。この１０年間の総括、報告

を先ほど聞かせていただきましたが、大変色々な事業をしていただいている中で、

この総括が見えるかといいますか、この定住自立圏協議会の事業の中でこんな事

業ができているのだということが分かるようなアピールは是非必要ではないかと

いう感じがいたしておりますので、次期の共生ビジョンの中でもＰＲは是非して

いただきたいという感じがしました。先ほどのアドバイザーの話の中に出てきて

いました、役所サイドではなく民間の人がもっと多く参加できるようなことを考

えるべきだと私も正直そう感じております。その中で、企業の誘致ですとか、定住

自立ということと同時に少子高齢化という問題をそれぞれの自治体が悩みとして

考えているので、婚活についても圏域内だけではなく他市からも呼び込めるよう

な工夫も考えていただきたいと思います。実は、先だっても備前市は日生町が海の

町でして船員不足で大変苦労しているということで、船員がおられる地方へ募集

に行っていますが、地方そのものが人手が無いのでなかなか集まらないという嘆

きを聞きました。発想を変えて東京や大阪など人が多くいるところに焦点を合わ

せて呼び込むのはどうかと話をさせていただきましたが、そのような視点も必要

ではないかという感じがしました。従いまして、今回は縁結び事業がけっこうある

ようですが、縁結びも圏域内の婚活ではなくもっと広げた活動も１つの考えでは

ないかと考えます。また、職員交流事業は、統廃合をされるということで、それは

けっこうなことだと思います。ただ、義士祭のみは継続だということで、恰好はい

い話ですが、職員が２人行っているだけの交流なので、工夫が必要なのではないか

と思っています。恥ずかしい話ですが、若い職員に義士祭を知っていますかと聞い

てもほとんど知りません。このような現状がある中で、それぞれの３市が持ってい

る大きなイベントについては、相互に住民も参加できるような仕組みも是非、共生

ビジョンで行っていく中で、そのような視点も考えて検討もしていただきたいと

いう要望をしていきたいと思います。 

 

牟礼会長       田原市長さん、大変ありがとうございます。私も同感のところがございます。義

士祭についても、上郡町さんからは武者行列に町長さんを始め議長さんにも参加



していただいております。住民の方に参加していただくことは非常にお互いにと

って良いことだと思います。相互に市町でイベントがあるときはお互い住民が参

加できるようなことも今後合わせてＰＲをしていきたいと考えております。 

また、成果の見える化を図っていくことは、その通りだと思いますので、そのよ

うなことも踏まえて事業の展開を図っていけるよう努力していきたいと思います。 

その他にありませんか。 

 

他にないようですので、本日頂戴しましたご意見を参考にし、事業の展開など実

施していきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

田原委員       決算日程の中で全体ではなく、ある一部の方の発言であり、議会全体ではない

ので誤解のないようお願いします。 

 

牟礼会長       分かりました。事業の展開等は、先ほどおっしゃったように実施していきたい

と思います。東備西播定住自立圏共生ビジョン案については、これでご承認という

ことでよろしいでしょうか。 

 

「異議なし」 

 

それでは、ビジョン案についてはお認めいただいたということで決したと思い

ます。次に、（２）のその他ですが、事務局から何かありますか。 

         

事務局        次回開催につきましては、来年の３月を予定していますが、改めて通知させて

いただきたいと思います。 

 

牟礼会長       その他にありませんか。他にないようですので、本日の会議は終了いたします。 

 


